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出上したことにより、周辺に識字層を備えた施設もしくは屋敷地の存在が予測できるが、今回の調査で

は建物跡等の遺構は確認していない。

第 2節 川原遺跡の時期別変遷

旧石器時代 。縄文時代

4区ではナイフ形石器 2点 (3・ 38)が出土 した。3は背面から加工するタイプの小型品、38は両側

縁加工で角錐状石器に近い形態である。5区北半部及び6区③では有舌尖頭器を始めとした石器が出土

し、接合資料も確認した。放射性炭素年代測定では縄文時代後期中葉という年代が得られたが、分析試

料が僅小だったこともあり、出土遺物の年代としては再検討を要する。

弥生時代・ 古墳時代

中期前葉頃と終末期頃の遺構がある。SD27は 河川跡 SR01へ流下する中期前葉頃の排水路跡である。

なお SR01は、出土した遺物より縄文時代に遡る可能性もある。

SD17～ 19は、終末期から古墳時代前期初頭にかけての灌漑水路跡である。SD19南端の出水状遺構

SX03を給水源とする。 5区 SX01も 同時期の遺構である。

古代

古代南海道推定地に当る SD12は 、条里地割に沿って東に流下する深く直線的な溝状遺構である。2

回の掘り直し後、12世紀頃に埋没する。遺構の掘削時期は、層位関係から5区 SD14出土の土師器 (第

125図 215)が示す古墳時代後期を上限とするが、高松平野条里地割の上限時期を援用すると7世紀終

末期から8世紀初頭より古くなることはないと考える。主に砂質土が堆積することから、灌漑に関与す

る溝状遺構と考えた。 5区では水路跡 SD09。 10・ 15がある。SD15は 現状の条里型地割と斜交する幹

線水路跡である。河川跡 SR01上層からは、9世紀を中心とした遺物が出土した。

また、SD12堆積層の土壌分析を行った。その結果、イネ科花粉に対するイネ属花粉の比率が 20～

30%と 、現在の水田耕作土に近い数値を示すことが判明した他、種実遺体に多量の水田雑草が含まれ、

イネ 。コムギの種実やソバ花粉化石といった穀類が検出された。溝跡周辺に水田や畑地が広がっていた

ことが想定できる。また、第 12表の種実遺体の同定結果を仔細に点検すると、上層においてカヤツリ

グサ科ホタルイ属ウキヤガラ近似種が非常に多く、カヤツリグサ科スゲ属近似種 ABは上層と中層で大

きな変化がないことが分かる。岡山理科大学星野卓二氏の教示によると、一般的にスゲ属は春から初夏

の 5～ 6月 において結実するのに対して、ホタルイ属のウキヤガラは8月 ～ 9月 の夏から秋にかけて結

実する。したがって田地の草刈時期にスゲは結実しているが、ウキヤガラは結実前である。つまり、溝

跡周辺に田地が広がっているのであれば、通常はウキヤガラの種子はほとんど溝内に落穂 しないまま、

草刈作業時に刈 り取られることになる。溝跡上層にのみウキヤガラが多いということは、その段階の溝

跡はすでに水路としての機能を停止し、通常の管理が行われない状態にあったことを示す。逆に、中層

においては、当該溝跡は水田経営に連動した管理が推測できる。このように、SD12出 土の種実遺体は、

主に水田用水路としての管理が当該溝状遺構に対して行われていた可能性が高いことを物語る。これは

灌漑水路跡と推定した考古学的所見と一致する。

中世

当該期の遺構は、4区 SD02・ 03・ 09等、南東方向に流下する中世溝状遺構の他、 6区 において土坑

SK18。 19と 溝状遺構 SD21～ 24。 28等 を検出した。SD21～ 23は、13世紀前葉を中心に頻繁な改修
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により継続して使用された灌漑水路跡で、積極的に耕地開発が行われたことを物語る。生活遺構は確認

されず、また出土遺物も乏しいことから、本遺跡周辺は主に生産域として利用されたと考えられる。

第 3節 川原遺跡古代溝跡 (S D 12)と 古代南海道推定線との関係

今回の調査で確認した条里地割に合致する直線溝 SD12は 、下層及び中層出土遺物から、8世紀代に

は埋没が開始した溝跡と判明した。開削時期は明瞭ではないが、香川県下の各地に条里地割が施工され

始める7世紀末期～ 8世紀初頭と考えて矛盾はない。

<余剰帯について>

すでに述べたように、SD12検出位置は歴史地理学から推定される古代南海道に相当する (金田

1988)。 その論拠は多岐に及ぶが、特に現況の条里型地割から抽出できる余剰帯の存在が重要である。

そこで、今回調査を行った川原遺跡周辺の現況条里型地割を検討し、余剰帯の存在状況を簡単に確認し

てみたい。

第149図 は国土基本図と空中写真をもとに現存条里型地割をトレースし、それに最も整合する 1辺

約 110mの想定方格線を重ねたものである。さらに周辺各遺跡で検出した集落跡と溝跡の位置や、想定

方格線と現況との南北方向のずれを網目で示した。これによれば、aラ インより北側では横方向の地割

線と想定線が良く合致するのに対して、bラ イン以南では現況の地割線が、想定方格線より南に一様に

15～ 18mずれることがわかる。つまり、 ab間の坪の南北距離が他より長いことを示す。これが現況
地割から指摘可能な余剰帯である。

<発掘資料との整合>

ここに発掘データを重ねると、正箱遺跡の東西溝が現況地割にほぼ合致することや、中間西井坪遺跡

の古代集落跡が現況の地割線を跨がないこと等、現況地割が古代の地割を相当に反映することがわかる。

一方、東西方向もcラ インを境に、その東側で 15～ 20mの ずれが生じている。中間東井坪遺跡では現

況地割に沿った溝跡を検出しており、ずれ自体が古代に遡ることを示唆する。これも余剰帯の一つと考

えられる。

川原遺跡 SD12は 南北方向のずれが生じ始める aラ インに沿つて検出している。想定方格線とのずれ

が約 15mあ る。このずれは b以南のずれの基点となった可能性が高く、歴史地理学から想定された南

海道が存在するとすれば、その南側道路側溝に当ると見て矛盾はない。しかし、地割の余剰帯のみで道

路の存在を断定するのは、 cラ インの事例を参考にすると、考古学的には必ずしも適切ではない。

<考古学的にみた南海道>
一方で、考古学的に道路遺構を認定するためには、併走する 2条の溝跡から道路側溝を復元する方法

や、路床に残る波板状凹凸面や轍痕、版築盛土等の、道路本体の存在を裏付ける遺構 (近江 2006)の

検出が前提となる。香川県内における南海道推定線の発掘資料を検討すると、道路遺構を検出している

可能性が高いものとしては坪井遺跡 (小野編 2002)と 四国学院大学構内遺跡 (海邊編 2003)の 2例の

みである。いずれも2条の溝跡からの復元だが、両者とも古代東山道等で散見する、「土坑連結型」に

類似する形態を備えており、道路側溝の可能性が高いといえる。

一方で、高松平野の三谷通谷遺跡や三谷中原遺跡では東西方向の溝跡を 1条検出しただけで、もう一

方の側溝は検出していない。さらに両者ともに幅 2m、 深さ0.5～ lmと いう比較的規模が大きい溝跡
で、砂層を含む埋土で埋没することから、灌漑水路として機能したことが確かな溝跡である。川原遺跡
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SD12も 同様である。

道路側溝が片側しかない北陸道 (石川県河北郡津幡町加茂所在)加茂遺跡 (平地に両側側溝、山際に

山側のみの側溝。正札木簡が出土し、古代北陸道と推定)の事例もあり、灌漑水路を兼ねた道路側溝も

考える必要があるが、高松平野の 3例が考古学的に道路遺構と認定できる材料は、まだ現段階では整っ

ていない。

<周辺地形からみた川原遺跡 SD12>

周辺は南から北への緩やかな扇状地であるが、西に堂山・六ツロ山山塊が迫ることから、斜面地裾か

ら古川までの平坦面の幅は約 5∞ mと 狭い。つまり、古川起源の河川用水や斜面地からの谷水用水が、

川原遺跡周辺に集中する。今回検出した SD12は、遺構規模と検出位置から見て、南から流下する灌漑

後の排水機能をもつと判断できる。

第 149図の破線は谷水起源の現水路である。古川への合流点は、SD12よ り1町北側、県道三本国分

寺線の 1町南に相当する。この県道のように、東西方向に設けられた遮蔽構築物は、その上流側に影響

を及ぼし、大規模な排水路を必要とする。
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を古代南海道側溝と類推することは不可能ではない。

しかし考古学的には、今後の周辺調査を含め、発掘資料をもとにして、慎重に当該遺跡を評価してい

く必要がある。
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団法人香川県埋蔵文化財調査センター

山下 平重編 1999 『国分寺六ツロ遺跡 四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告』日本道路公団・香川県教育委
員会 。(財 )香川県埋蔵文化財調査センター

山元 素子編 2004 『県道円座香南線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第 1冊 り|1岡遺跡』香川県教育委員会・香川県埋蔵文
化財センター・香川県土木部

渡部 明夫編 1990 『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告第9冊永井遺跡』香川県教育委員会。日本道路公団・
(財 )香川県埋蔵文化財調査センター

渡部 明夫編  1983 『瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 I羽佐島遺跡』本州四国連絡橋公団・香川県教育委員会
藁科 哲男・束村 武信

1988 「石器原材の産地分析」『鎌木義昌先生古稀記念論集 考古学と関連科学』同刊行会
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本郷遺跡 遺物観察表 0土器

鴨
. 雌

回
粘
ｌｃｍｌ
底径lcm)

25Y5/3黄 褐 15YR4/6褐 困 日縁部2/8

l冊5/6胡 ,YR6778橙 ヨヨ付' ハケ目 日縁部8/8

lⅣ R616明黄褐 5YR7/2明 褐灰 ‖ 指|11.板け' 日縁部2/8

5YRフ8明赤褐 ,VR6ハ 橙 日緑部2/8

25Y7/3浅 黄 15Y73浅黄 日縁部2/8

75YR5716明褐 i5YR5/8明 掲 ヨコ17.'7メ ツ ヨコlT''マメツ 日縁部lハ

S躙 l 5YR6/6橙 75YR71に ぶし嘔 l踊 71,.板 lT・ マメツヘ,,ス
・
| 日縁部4118

75YR5718明掲 ⅣR洲 明赤掲 ‖ ヨヨナ7'7メリ 初,板折'後樹) 日縁部l18

10YR5/6黄褐 75YR74に ぶい掲

"

日縁部1/8

10YR5/6黄褐 10YR5/2灰黄掲 ヨボ .‖:|II,マメツ マメツ.A,|ス
・
1後板rT' 日縁部2ハ

75YR7111 にぶい橙 5YRy4にぶい掲 l田 マメ,.力 1目 〕行
.'板
ナテ
.

日縁部破片

10YR6/6明黄褐 踊Y6/2灰黄
ハ1目 .板 |テ

..指
|II

板青'
日縁部4/8

10YR4/4掲 ЮYR5/6黄褐 l錦 ヨヨ行',情
.

和青'.板打'機指‖1 「1緑部1/8

ЮYR611に ぶい黄橙 ;Ytt18明赤掲 マメツ・lilT' 和行
..版
行・後指‖I [1縁部2/8

10YR 5ん 黄掲 10Y貯2灰黄掲 ハ1目後板lT・ .lll甘 口ll部 1/12

75YⅢДにぶい橙 75YR%明掲 ‖:|11・マメ, 71ツ
.板仔

.

日縁綱18

SⅧ l 25Y6/2灰 黄 75YR5118明褐 ヨヨ|テ '.マメツ マメツ.板 ri. 日縁部破片

10YR516黄掲 10YRy2灰黄褐 柵11 マメツ.板,' 日縁部178

S硼 l 10YRi/4にぶい黄橙 10YR612灰黄褐 ハ,日後板青
.後

指‖1 「1縁部2/8

25Y6/2仄 黄 75YR516明 褐 日ll部破片

25YR5/6明 赤掲 75TR516明 掲 8 b 樹II ヨヨ行
..指
情
.

75YR518明 掲 5YR5/6明 赤褐 板行'`柵 11

5YR1/6明 赤掲 5YR5/6明 赤褐 指‖1.板情
.

指|11.71ツ 日縁部4/8

lllV馬ん黄褐 10YR713にぶい黄橙 日ll部 破片

10TR6/1にぶい黄橙 10YR5/2灰黄褐 板抒
. 
析 脚都318

25YR5/6明 赤褐 25Y4/6赤 掲 71ツ
|ハ
ケロ

|
指|11.板行

.

5YRl16明 赤掲 25Y6/3に ぶい黄 絞り目.樹 11 脚部8/8

lllY蹄 /6黄褐 10YR616明黄褐 幅61 板抒
・
後指‖1

SHIIll 10Y踊/8黄褐 10YR6/4にぶい黄橙 長さ611 幅61 板抒'後指‖I

SHllll 10Y踊/6黄褐 lllYR5/2灰 黄褐 1目・げ

SHllll lllY踊 /6黄褐 ЮY駒6黄褐 1目後指オ11

slml 10YR618明黄褐 ЮY貯8明黄褐 樹II 樹11 呂手部破片

SHW 10YR4/1掲 10YR4/2灰黄掲 ヨ]|テ'.樹 lI 日縁都細片

‖Ю SE〔Ю6 75Yttllに ぶい橙 10YR『 3にぶい黄橙 ヨ〕抒
.・

ハ1日 ヨ晰
・
樹lI 日縁部破片

‖Ю SE〔Ю6 75YR616橙 75YR『 6橙 ヨ〕け
・
.ハ
1目 晰'樹J |コ縁部破片

S躙 1 25YR5/3黄 褐 25YR54黄掲 指‖I後ヨ晰
・ ヨ」17・ .板行

.

日縁部破片

SEКЮ2 75YR4ん 掲 75175/1明掲 ヨ」li・ 日縁部ll片

S〕Юl 最下層相当層土器群A 25Y7/2灰 黄 踊Y7/2灰黄 指抒
..沈

線8条 |:1け

.

日縁部1/8

SDml 最下層ll当層上位 _重日縁壷昴YR6ん 橙 75YR7/2明掲灰 r$t' ,?i7(fiti') 板「
・・ヨボ `リツ

SD∞ | 最下層ll当層上位 10YR1/2に ぶい黄橙 75YR7Д にぶい橙 り|(ヨヨナテ
・
|・

ハクリ

SD∞ l 最下層ll当層土器群A 踊Y7/2臓 25Y613に ぶい黄 都|||1後 |:ま朧P'・ 日ll部 1/8

SD∞ l 最下層ll当層土器群B 跡Y7/2反黄 25Y7/2灰 黄 瀞|||II・後 ヨ晰
・・ハ1目 日縁部2/8

SD∞ 1 最下層相当層上 下位 踊Y6/3に ぶ|ヽま 25Y5/3黄 掲 群飾
籠‖目後〕抒・.ハ1目後指抒. 日緑部4ノ 8

SD∞ | 最下層相当層上位‖ヒ尉 10YR514にぶい黄掲 25Yシ3黄掲 ヨボ .ハケ目 ヨ]十テ
・・ヘラ|ス
・
リ 日ll部 1/8

SEЮOI 最下層相当層上位 跡Y5/3端 25Y5/3黄 掲
タタキ後板行'後指‖1.
タタ| ,'.板 lT. 日縁部破片

S開 l 最下層相当層土器群A 25Y5/3黄 掲 25YR68に ぶい黄
1轟1樹

)・劇 ヨコIT'.ヘテ|ス .1後指|II 日縁部1/8
SIXXll 最T層 相当層土器群A 贅 5YR48赤褐 5YR6/6橙 ハタリ|‖ :1111 リリ ヘラ,ス・り後指111

SIXlll 最下層相当層土器群B 朋6/2臓 ЮYRl12にれ嗜橙
ヨ」17..A'ミ 1・ |`
デ後ヘラミが|

ヨコlT'.板抒' 日縁部破片

S開 l 最下層相当層土器群A 5Y3/1ヤ |‐ 7.黒 10YR5/6黄褐 3 |:|テ

・.樹
II

SIXlll 最下層相当層下位 高杯1日緑ЮYR64明黄掲 25Y612灰 黄
ヨ晰
..Aラ

ミカ
.|.

ヘラケス'1.ヨ ]lT'
ヨヨナテ
..ヘ

スカ
.|

ヨヨナテ・・ヘラミカ
.キ

SIXlll 最下層相当層上位 跡Y6/2灰 黄 25Y612灰 黄 ヨコ抒
..ハ

ケロ`ヘラ|ス
.リ

日縁郡1/8

SIXlll 最下層相当層上位 25Y7/3漱 25Y612灰 黄 指‖I,板汗'.1日 絞り].指‖1ハタロ 脚部И

SEЮOI 最下層相当層土器群A 高杯1脚 |
10YR7/2にぶい黄橙 ЮYR7/3に和噴橙 Al目後板村

..け
目 脚部田

SEЮOI 最下層ll当層上位 25Y6/3に ぶい黄 25Y7/3浅 黄 13 板抒
・.A,,ス・リ 底部聞

S開 l 最下層相当層土器群B 跡Y6/2灰黄 10YR6/4にぶい黄橙 サロ後指|11 底部5/8

SEЮ01 下層礫層 5YR5/6明 赤褐 5YR616橙 指頭E痕文.7メツ ヨ晰
・
後肺
・
口縁部17/8

SEЮ01 下層礫層 跡Y6/2反黄 踊Y6/2灰貢 ヨ晰・・ハ1目後搬II 日縁部2/8

SD∞ l 下層礫層 踊Y7/3浅黄 10YRy2灰黄掲 ヨヨF.ヘラミカ'|'
1‖il脚i後

SEЮOI 下層礫層 10YR7/3に ぶい黄橙 lⅣRy3にぶ峨橙 ll16 ヨ晰
・ ヨヨ情'・ハ1目後指|II 日縁部2/8

1 SD∞ | 下層礫層 Кv“/3に釉噴橙 踊Y5/3黄掲 ハケ目後ヘラミ1'| 樹11.ヘラ)ス
・リ 体部破片
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鴨
. 唯

回
縮
回 底径(cml

SDЮ01 下層礫層 %YR4/8赤掲 優ⅣR5/6明赤褐 ヨコ行
・・ハケロ ヨヨナテ・.樹 11 日縁部田

S硼l 下層保層 lllYR6/1にぶセ嘴橙 10YR611に ぶい黄橙 ヨコ情
・
,ハ
1目 ヨ〕析'.け目 日縁部2//8

SIXlll
llil、

最下層相当層土
5YR716橙 ЮY脳2灰自

ヨ〕情・・ハ1日 ,情'.

"目

.板析'
ヨ]li・・樹11・ |)ス

・
サ 5/8

S剛 l 下層礫層 25Y612灰 黄 10YR6/3に ぶい黄橙 ヨコ|テ・・樹11 口縁部破片

下層礫層 25Y5/2暗反黄 ヨヨナテ
..ヘ

ラミカ'lll‖ :|11 1目後ヨ」lT' 口ll部 1/8

SDЮOl 下層下部灰色砂層 弥生土器 75YR611にぶい橙 ЮYR1/1にぶし噴橙 「
コ析',板げ後指‖1 Al目後ヨコ抒'・ nl目 日緑部1/8

Sllllll 下層礫層
ニチュア
鉢
25YR1/8明赤掲 5YR5ん明赤掲 6 樹 I 搬11 И

下層礫層 WR616橙 5Ⅶ7ん 橙 ll憬|↓・| ハ1目 llAラミカ
・
|・ 1目 底部878

S脚 l 下層下部灰色砂層 弥生土器 ЮⅣR613に ぶし噴橙 10YR6/3に ぶい黄橙 指‖1.nl日後板抒
.

核)目 .樹 )・ 1]

SDЮOl 下層黒層 高杯1脚 |
25Y611黄灰

“

Y6/1黄灰 絞り目.板抒
・
後指析
・

S開 l 下層礫層 ЮYRV3浅黄橙 ЮYR812反自 板行
・.ハケロ後指‖1 鮎l.:獅

・
'

脚部間

S脚| 下層綱1酬 絵画土器 10YR614に ぶい黄橙 ЮYR6月にぶし嘴橙 割illlu17.. 体部破片

SDЮ l 下層礫層 製塩土器 5YR614にぶい橙 5YRmにぶし嘔 38 夕
'|.1日

後搬11 板,・ .樹 II

S〕ЮI 下層礫層 15Y6/2反黄 10YR612灰黄掲 4

SIHlll 下層礫層 壺1日縁| N6/灰 量諄∬釉
.

日縁部1/8

SIXlll 下層礫層1南側) 5PBlノ l暗青灰 5PN/i青灰 回転へ,)ス 'り .回転,・ 口縁部1/8

SIXlll 下層礫層 N5/灰 1 日縁部破片

SIXlll 中層下位1灰色砂勤 25Y612灰黄 10YR6/1にぶい黄橙 ヨポ .ハ1日 ヨコ|テ ',ハケロ 日緑部5/8

SIXlll 盟)訓鰤層梢層 25Y6/3にぶい黄 昴朋 韻 ヨ晰
..1日
.樹
11 け目機板行

..指
‖1 日緑部1/8

S剛 l 中層下位恢色砂勧 75YR7/4にぶい橙 WR7′6橙 95 71フ 指‖I 板行
・
7/7.絞り目.板 17. 5/8

S剛 l 中層上位 25Y613にぶい黄 75YR6/3にぶい掲 39 ヨ晰
・.1日 .板情・ 底部田

S〕Юl
11)下
位(最下層ll当層

25Y6/3にれ嗜 lⅣ R7/4にぶV噴燈 板情'後樹II |,ス
・
り.1:|II

SIXlll 中層下位 5YR6/3にれ嘔 25Y6/1黄灰 回転抒'・ヘラ|ス
・リ 回聯

・

SIXDl 中層下位恢色砂勧 ふいご羽日ЮYR6/3にぶ1哺橙 ЮYR6/1にぶ1噴橙 1目後樹11 |ほ
'唯樹11ヽ 制1

Sttl 中層上位 5Y7/1灰白 5Y71反自 幅36 ile095 細I・揃'

S〕Юl 上層上部Ю側 杯 75Y611反 口縁部破片

S硼 l 上層上部Ю田 杯 ЮY1/211‐フ'灰 回転lT'・ ヘラ切) 回斬 '

爛蜘
価`爾訛

5P関/1青灰 5PB1/1暗青灰 ヘラナス
・
り回飾

.

回t17・ 日縁部ν8

上層上部Юm、 中層上位 回転ド・回椰,,ス
・
リ 日縁部1/1

上層上部Ю皿 ll19 回転打
・.A,切

) 日縁部聞

Ⅳ/灰白 口縁部破片

W舶 回飾
.

日縁部破片

SIXlll ЮYR6/3にぶし嗜褐 晰YR6/4にぶい橙 斜格子文.板青
.

ヨ」tr'板汗
・
日縁部1/8

Sllllll 15Y612灰 黄 踊Y6/2灰黄
"抒

'・板抒
・
後ヨコ,・ ヨ]汗 '・板行

・
後指‖1 日緑部1/8

SDЮ01 〕5Yl12灰黄 ヨ晰
.・

ハ1目 ヘラナス・サ後ハ)目後搬11 日緑部lハ

S開l ,YR5/6明 赤褐 晰YRフ3にぶい褐 2 ヨ」IT'.け目 ヨ晰
.板

"・

後指‖1 日撮部ν8

S剛l 5Y2/1黒 踊Yν3にぶレヽ黄 板抒
.後

指‖I 口緑部l18

S硼 l 10YR6/3に ぶい黄橙 101R7/3にぶい黄橙 コデ.板抒'機樹) ハケロ後指‖1 口緑部1/8

sulll 東側構砂層、上層、中層 5P35/1青灰 PBlll暗青灰 回椰力
・
1・回tlT' 回輸

.

鶴

SD∞ l 10YR5/4にぶい黄掲 101R6/4にぶい黄橙 幅∞ 指汗
..指
‖1

SDllX 上層下位儡掲色シルト励 ЮYR1/1明黄褐 lllYRフ 3にぶし噴掲 ヨコ析
.,ハ

,日
.ヘラミカ
'1 ヨヨ|テ
・
.1:|11・

|'ス
・
リ 日縁部418

15YR614にぶい橙 1帆T7/1にぶいま橙 甜
.刺突文.櫛描

肺
.

体部砕片

SD012 中層、灰色ll質土 lYR5/8明赤掲 ,YR5ハ 明赤褐 ヨヨ|テ ',ハタリ 日緑部1/8

SEκЮ2 杯 N1/反自 ‖ 回tlT・ 日縁部破片

SC(Ю2 lT・ 日緑部1/10

SEКЮ8 杯蓋1日縁| 10Y1/1灰 白 回姉 ' 日椰齢

SEКЮ5 N1/反自 脚部l潟

SD晰 10Y1/1灰 白 10Y7/1灰白 回姉 ' 日縁部破片

S〕贈 杯 回転抒'.回転ヘラ切リ 回姉
・

底部2/8

SDbl 杯 lP35/1青 灰 回輸'断
・

回転,',回転|)ス
・
| 口緑調10

杯 N7灰自 Ⅳ/反自 83 回転,' 回転ヘラ切リ 回転
"'

底部2/8

北区包含層 Ⅳ/灰白 回転抒
・,回転ヘラタス
・リ

遺構面II査 W舶 5Y5/1灰 回転折
・・回転ヘラ切| 日禄部21S

25WД 漱 15Y76明黄褐 柵
.

|:‖け
`

北区包含層 ⅣR5/8明赤褐 不明1溶融)

沈線.員殻条痕

75Yア l灰 5Y5/1灰

縄文土器 25Y6/1黄灰 5Y3/11り
‐
7・黒 抒

'

底部田
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驚
略
回
縮
回 底径lcml

Sl1101 75YR5/1掲灰 10YR5/2灰黄掲 到部破片

SllЮ l 5YR614にぶ0ヽ橙 樹11.情
・

別 S口 16 踊YR4/6褐 5YRlll掲 回輸
..哺
研メリ濶回転
行` 日緑部破ム

晰 5P31/1暗青灰 lPB1/1青反

獅 SDl“ N4/反

脱 25Y8/3淡黄 嬌Y腑淡黄 少

四
|‖冊繋!願 彗ガ1鋒

自
4 施釉.蛇ソ‖釉ハ|.

矧 SDl“ 需 10YR4/2灰黄掲 75YR411灰 褐 回転抒'.|ロシロ 日縁部破片

獅 10YR5/2灰黄褐 回転,'指‖1
回姉''AE痕 .

1」
口ll郡破片

獅 10Y7/1灰 白 i/5Yν l灰自 日lltt1/8

断 SD朋 B 日緑部1/8

四 SD独 杯 Ю 日縁部1/8

困 SD躙 5PB4/1暗青灰 ][y・ 日縁部破片

躙 SD躙 ,PB1/1青灰 5P31/1暗青反 日縁部破片

SD躙

麗 SD躙 5PB1/1青灰 5P36/1青灰

143 Sll獅 弥生土器 75YR54にぶい褐 10YR5112灰黄掲 ヨボ ,ハ1目 .ハタリ ■析',板行'後指111

卸 SD獅 75Y路 /6明褐 75YR6ん橙
ヨ〕嬌',ハ1目後ヨ晰

..

マメリ
ヨ晰
..樹
11 日縁部1/8

SD獅 10YR4/6褐 10YR511に ぶい黄掲 ヨ晰'・ハケロ ヨ晰'.ハ )]後樹II 日縁部2118

躙 SD獅 5PB4/1暗青反 5P31/1青灰 日縁都l18

SX101 lWR513に ル吸黄 10YR5ん 黄掲 ヨ晰
.・

ハタリ ヨコ十テ
・・ハタリ 日縁部1/8

躙 駆101 25Y612灰黄 25Y612灰黄 ヨボ ,ハ1目 樹11.ヘラ|ス '|

Ⅸ101 10YR613に ぶい黄橙 10YR612灰黄掲 ll18 詢抒',板情
・

]]li・
.へ
,|ス

・
| 日縁部破片

観 75YR511にぶい褐 75YR511にぶい掲 ヨコ情
.,ハ

1目 ヨ晰
.

日ll部破片

器 黒褐色粘質土 25Y7/3漱

服 べ,レト外し 5PB6/1青灰 5PB6/1青反 回転lT'.回転1切リ 回姉
.

断 駆101 75Y5/1反 回姉
.

日縁部1/8

獅 跳1ll 5PB6/1青灰 5P36′ l青灰 回転汗'・回転|)ス'| 底部破片

断 駆101 ベリレト以1ヒ 回転汗',回椰瑚| 日縁部2/8

躙 10YR6/3にぶい黄橙 10YR6/3にぶい黄橙 詢情'.ヘラミカ'キ榔茄文 目け目機樹|】 日縁部l18

朋 SR101 10YR512反黄掲 25Y6/1黄灰 9 ヘラミが|・板情
.

躙 晰鮒質シルト lⅣ R612灰黄掲 75YR513に和喘
凹線文2条 .■行
・

ハケロ
|コ |テ

・
.‖
:オ II.へ,,ス
・
| |コ縁部1/8

灰自色粗砂層 ЮY貯 l褐灰 10YR4/1褐灰 ヨポ .ハ十日 板情
..ヘ

テ,ス
・リ 日縁部1/8

SR101 灰緑色(一部黒色粘土混じる) 晰YR5/4にぶセ喘 75YR5ん にぶい掲 1開 ヨコ|テ ',7メリ 3311..ハケ聯肺 ' 日縁部2/8

困 灰緑色(一部黒色粘土混じる) 〕5Y7/2灰黄 25Y6′ 3にぶい黄 l" ヨコリテ',ヘラミカ'| コ青
・・板汗

.

日縁部1/10

加 灰緑色←部黒色粘土混じ局 25Y6/2灰黄 51R5ん明赤掲 ヨコ|テ
..マ

メツ 日縁部破片

筋 S脚 l 昴Y813淡黄 25Y812灰自 ハタリ(樹11) 日緑都破片

筋 Sttl ЮYR613にぶし噴橙 5YR514にぶい赤褐 凹線3条 .ヨコ17.
"抒

・.板情
..マ

メツ 日縁部細片

鰤 回転抒'.回転ヘラ切| 日ll部破片

躙 南区包含層 8 ]夢
≒睛・側

.

卸 南区包含層 皿 2 回転「
・・回転1切 |

rll 南区包含層 (釉 )深緑 1胎 )10Yyl灰 41 回転Aラタス
・り後施釉 底部田

南区包含層 緑釉陶器
!懲

1併W/3にぶい 施釉・回転へ,'ス
・
| 底部破片

南区包含層 (釉 25GY6/111‐ 7・灰 1胎褥P37/1明青灰 ●,ス
・
1後施釉 体部破片
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遺物観察表・石器 本郷遺跡

長さlmlnl 幅(mlnl 厚さlmm)

| 有舌尖頭器 6 10鵬 サヌカイト

2 北区石器包含層 l" 3 囲 サヌカイト

3 北区石器包含層 I働 033 サヌカイト

4 認 サヌカイト

5 北区石器包含層 ll 3 サヌカイト

6 lι区石器包含層 選構面精査 4 l″ サヌカイト

7 l“ 晰 サヌカイト

8 l蝸 サヌカイト

9 翻 ll13 サヌカイト

遺構面精査 獅 2 089 サヌカイト

4 サヌカイト

上層上部 lllB l131 サヌカイト

Sllllll 上層上部Ю側 066 サヌカイト

上層上部 2 14 3 l191 サヌカイト

S開 l 下層礫層 a 4 躙 サヌカイト

S開 l 下層礫層 サヌカイト

Sttl 下層礫層 打製石庖丁 lカ サヌカイト 金山型尉片、快)有、摩減有

sulll 7

S剛 l 下層礫層 1095 翻 Ю島

SIXlll 下層礫層

S〕鵬 l憾 ‖ 3 サヌカイト

SIXl13 ‖ 3 サヌカイト

旧石器包含層 4 サヌカイト

価 8 サヌカイト ファーストフレイク

旧石器包含層 Ⅵgtttll触 ω‖ サヌカイト

旧石器包含層 旧石器接合資料 9 1831 サヌカイト 横長剥片

旧石器包含層 旧石器接合資料 95 758 サヌカイト 横長剥片

旧石器包含層 旧石器接合資料 561 9 12m サヌカイト

旧石器包含層 旧石器接合資料 獅 4 4お サヌカイト

1561 サヌカイト

1日石器包含層 Ⅵg混灰色粘質土 島 晰 サヌカイト

4 サヌカイト

1日石器包含層 165 9 サヌカイト

1日石器包含層 465 サヌカイト

l印 5 価 剛‖

打製石庖T l跡 6 16i8

165

l晰 ll 晰

086

獅 l18

125 3 鵬

スクレイパー 485 l% 4 観

081

081

ll 046

all ll 3

SXl“ 1器 3

翻 駆|“ 『 踊 l157

躙 駆|“ ‖ 11 踊 圏

翻 ll 3 剛

躙 031

躙 l蝸 2

鰤 SXl“

朋 ll13 3

朋 黄灰色砂層

1憫

Ю馬

l肺

黄灰色砂層 a15 3

晰 3

脚

スクレイパー l鰤

スクレイパー

6

翻 6
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本郷遺跡

長さ(mln) 幅1皿 ) 厚さlmml
ハリ質安山岩

閣 駆鵬 黄灰色砂層 サヌカイ 翌と機

霧 接合石核 サヌカイ

"3と

接

密
圏 サヌカイ 受2と 圏を接合

〃 4 サヌカイ

圏 踊 131 3 サヌカイ

囲 踊 サヌカイ

躙 打製石庖T 105 104 8 3136 サヌカイ

686

3 1島 サヌカイ

M SD獅 11 サヌカイ

田 「 3 サヌカイ

‖ 3 081 サヌカイ

渦 跡 061 サヌカイ

昴 南区包含層 3 サヌカイ

π 19トレンチ 南区包含層 ‖ 4 サヌカイ

躙 南区包含層 遺構面精査 l“ 3 圏 サヌカイ

W a 82 サヌカイ

別 スクレイ′`― サヌカイ

打製石庖T ll肥 5 サヌカイ

閣 打製石庖丁 % 椰 サヌカイ

困 価 801 サヌカイ

遺物観察表 0木製品

芯1有 /無 |

長さ回 幅lcm}

SDЮOl 下層礫層 981 l舵 有

区 S開 l 下層礫層 16h 88 17 珈属ア励
.江
属

SIEll 3 有

SD001 抗 5 ヨナラ属クヌギ節 有

SIXlll 25 ヨナラ属アカガシ亜属 有

SIXlll 3馬 開 ヨナラ属クヌギ節

区 SIXlll 獅 ムクロジ 有

S〕Юl 2 有

sulll 筋 ヤブツパキ 有

SIXlll 2 ヤアツパキ 有

sulll 2 ヤアツパキ 有

区 SIXbl l蝸 2島 ヤアツパキ 有

salll 13 タイミンタチバナ 有

区 sulll ヤブツパキ 有

区 salll 有

区 sulll l陽 クスノキll 有

S酬 l 31 36 ヨナラ属クヌギ節 有

SIXlll 25 クスノキ科 有

Sttl l晰 有

S開 l l馬 ヤブツノ`キ 有

区 SIXXll 協 15 有

sulll ムラサキシキブ属 有

区 SIXlll 15 ‖ ヨナラ属アカガシ亜属 有

sulll 抗 有

区 SD∞ l 2 ]ナラ属クヌ櫛 有

salll 17 17 有

SIXlll 中層下位1灰色砂酎 有

区 salll 抗 17 有

Sttl ヤブツパキ 有

S硼 l 抗 ヨナラ属アカガシ亜属 有

SIXbl 抗 ‖ 有

SD∞ 1 ヒサカキ属 有

区 SIXlll 有
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雌
回
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ｌｃｍｌ

l SEЮ3 上師質上器.杯 外:25Y8112灰自内:25Y8/3淡黄 細:石英普.長石普.火山ガラス普 ll19 73 駅%]肝底面
:回
日縁～底部1回転ナデ 底部y8

2 SIXB 須恵質土器.腕 夕|.内 15Yν l反自 細:石英普.長石昔.黒雲母少.火山ガラス普
瑚
内…

鷺

・ア

底部:ミガキ?摩減 十瓶山周辺

5 SDOl 土師質土器,1踊 li牌
間躙い輔肛ⅢM 石英多.長石多.黒雲母少.火山ガラス普 日緑部:ヨヨナデ 日緑部|ヨヨナデ 鵬 日径にやや難あり

6 SDlli 須恵器.ll・ 夕|・ 内I N6/灰 細:li英少.長石少
(〕i]群「底面

1回転日縁～底部1回転ナデ
7 SW 土師器.lf 外.内 :10YR812灰白 細:石英普.長石普.黒雲母少.火山ガラス少 ぽ「喘

デ鰈 日緑～底部:回転ナデ 日縁部ν8

9 SD08." 須恵器.底部 外,内 :N5/灰 中1石英多 長石多 92
il;;;I;;i台

内回底部:回転ナデ

S剛
.ω 鵬器Ⅷ胴灰脚搬 麒 日径にやや難あり

土師器,杯 外:ЮYW2灰白内:5YR7/6橙 細:破多.長lia火山ガラス普 日緑部1回転ナデ?摩減 日縁部1回転ナデ?摩滅 日縁部1/8

上師器・高台付皿外.内 :25Yツ 2反自 細1石英多'長石多.火山ガラス普 ]iI熙|;計
:ヨ

日縁～底部:回転ナデ

土師質土器.小皿外.内 175Y811ttll 細1石英多.長石多.火山ガラス少 811 m 15
:1‰町デ師Ⅷ日縁～底部:回転ナデ 日緑部1/8

土師質土器・1ヽ皿外.内 :15YR3/1浅黄橙 細1石英普・長石音・火山ガラス少 77 17 獣%]献靱
:回
日縁～底部:回転ナデ

須恵質上器.碗 外'内 I N81反自 細:石英普.長石普 日縁部1回転ナデ 日縁部:回転ナデ後横ミガキ 日縁部l18

須恵器.杯 外:Nシ灰内:NV灰 :l 細:石英少,長石少.火山ガラス少 日縁部:回転ナデ 麟 ||』
肌囀

須恵器.lT 外I N51灰内:N6/灰 細1石英少.長 7i少 .火山ガラス少
"
古I鼎ガ摩滅鰤体～底部:回転ナデ、摩織

須恵器.杯 外I N6/反内I N7/灰白 細:石英少・長石少・火山ガラス少
ll夫号場1デ

?摩減底面| 体～底部:回転ナデ、摩減 底部3/8
須恵器・杯 外.内 INν反自 組:石英音'長石普.火山ガラス少

[11号場1デ
?摩減底面: 体～底部1回転ナデ、摩減

a 須恵器.lT・ 外.内 N7/灰白 細:石英普,長石普.火山ガラス少 lli,II「
底面:回転体～底部1回転ナデ 底部l18 鰤湘躙

須恵器.lT 外I N7/反自内IN『 Fk 細:石英普.長石普 1%]群「底面1回転体～底部:晰ナデ

`l岨

囃
夕|・ 内5Y7/1灰自 細1石英多.長石多 底面1回転ヘラ切り 底部1回転ナデ 外底面晏書

須恵質土器.腕 タト25Y7/1内 1 10YR6/1掲灰 細:石英多.長石多.火山ガラス普
::テ 1稽」‖「与;戸台

:

;:JI腑
柵 日縁部5/8 十瓶山周辺

土師器.高台付皿外125YV2反自内:15YR174浅黄橙 細:石英普.長石普.黒雲母少 火山ガラス少
i彙;;;I印
台内:回
底部1回転ナデ!摩減 高台3/8

土師器.腕 外.内 :25Y8/2灰白 中1石英普,長石普.黒雲母少,火山ガラス普 能 昔!青 ]炒台
:ヨヨナ
底部:ナデ!後ミガキ 高台2/8

層恵器.壺 外.内 I N1/暗灰 中1石英少,長石少 日縁部1回転ナデ 日緑部:回転ナデ 朧 日径にやや難あ)

須恵器.壺 外:N7/反自内 75Y7/1灰 白 細1石英夕 長石少 口緑部1回転ナデ 日緑部:回転ナデ 麟 日径にやや難あり

/71恵器.llN 外.内 :N7灰自 細1石英少.長石少 駅%]肝底面回日縁～底部1回転ナデ
須恵器.杯 外.内 :Nll灰 中1石英少.長石少

|;J]ll]「
台|ヨ ] 体～底部1回転ナデ

‖ 須恵器.杯 外 内:N7/灰白 中:石英少.長石少 力)il[|「
底面1回転体～底部:回転ナデ 底部1/8以下 底径にやや難あり

壊恵器.杯 外.内 I N577灰 中:II英普.長石著 ☆;;]II「底面
:回転体～底部:回転ナデ 底部別

土師器.発 ‖謬腑瑚離鵬″灰中:石英普.長 II普 黒雲母少.火山ガラス普 景テ‖lillデ体部
1縦

;iキ :J体
部:斜 日縁部1/8 体部外面煤付着

須恵器.底部 外,内 :N7灰白 細1石英少・長石少 体部:格子タタキ後ナデ: 体部
1同心円当て具痕後ナ
デ?

須恵器・liN 外.内 :N571反自 細:石英多.長石多 回転ナデ高台|ヨ コ体～底部:回転ナデ 高台1/8

須恵器.壺 外内I N871灰白 ll i石英少.長石少
li%骨財 文日縁～頭部1回転ナデ 朧

須恵器.壺 外.内 N7/灰白 細:石英少 長石少
;『li明文日縁～頭部1回転ナデ 朧

弥生土器.費 外.内 175YR76橙 中:石英薔,長石普.黒雲母多・火山ガラス少 軟‖l轟
ヨヨナデ7摩減体

::‖[都
デ7摩帥日ll部 1/8

弥生土器.1 外.内 ЮYR616明黄褐 中石英多.長石多.撃母多火山ガラス少 鼎;聾 ;;ナ
デ体部:縦 日縁部:剥離体部1斜めハ
ケ 鵬 :l囀

躙

弥生土器・底部夕|・ 内1 10YR4/2灰黄褐 中:石英多.長石多.黒雲母多.赤色粒少
:計
鯖 職繭: 底部1押圧後ケズリ

弥生土器.底部夕|・ 内75YR618橙 粗:石英普.長石普・黒雲母多 71 底部:摩減 底部1押圧.ナデ:

弥生土器.底部外15Y811灰自内:75YR6/8橿 中:石英多.長石多.火山ガラス少 体～底部1剥離 体～底部:剥督

弥生土器.底部夕|・ 内1 5YR5/1明赤掲 中:石英普.長石普.火山ガラス?少 体～底部1剥離 体～底部:押圧?剥離

弥生1器 .豊 夕|.内 :10YR616明黄掲 中1石英多・長石多・黒雲母少
!緑

う証詢ナ″剥日縁～頭部1ヨヨナデ.剥離 朧 日径にやや難あり

弥生土器.発 外.内 1 10YR8/4浅黄橙 中石英普長石普.黒雲母多 128 日緑部:ヨコナデ 日縁部:ヨヨナデ:摩滅 口縁部1/8

弥生土器.質 外:10YR5/6黄掲内:75YR6/8橙 中:石英普.長石普.角閃石?少・黒雲母多 ‖i聾 ][Iナ
デ体部:
l[1押
ナデ.ナデ体部日縁部別

遺物観察表 0土器 川原遺跡
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川原遺跡

略
回
雌
ｌｃｍｌ
縮
回

弥生土器.甍 瞥
脚鳳瑚脚即ん中1石英普.長石普.黒雲母多 日縁部:ヨ ]ナデ体部1縦

ハケ :ilil'↑ ;後
ヨヨナデ日ll都 1/8

弥生土器.1 外i25Yν 3淡黄内:25Y7/4浅黄 中1石英部長石普.黒雲母多.火山ガラス少
日緑部|ヨヨナデ体部1斜
めハケ ‖鶴,1子襴ごらl 麟 日径にやや難あり

67 弥生土器.発 外:ЮRν2反自内I ЮYR814浅黄橙中1石英普・長砧.撃影 .火山ガラス少 lilコ
ツ 怖

;;‰』離体部
1押圧. 口llttl18 日径にやや難あり

弥生土器・甕 1lM‖
躙 離馴肥灰中:石英多長石多.黒雲母普.火山ガラス少 l鶉

;l柵 | I:‖♂;;]鼎鶴
めハケ

麒 日径にやや難あり

SDЮ 弥生土器ヽ高杯外・内:10YR816黄橙 申:石英普 長石普.黒雲母多 脚部:押圧.ナデ?剥離 脚部1押圧.ナデ?剥離 脚部聞

弥生土器.高杯
li‖‖Iた
にぶい黄橙内ЮYR7/2 中1石英普.長石普.黒雲母多 脚部:縦ハケ 脚部1押圧.ナデ 脚部径にやや難あり

1 弥生土器.脚部外.内 125Y74浅黄 中石英多`長石多・黒雲母多.火山ガラス少 肺証
押ガ酬剛脚裾部i摩減 脚裾部1/8 脚部径にやや難あり

弥生土器。中形鉢‖柵価隔離Ⅲ剛麟中:石英普.長石普.黒雲母多 li煽
叶デ嗣 .

日縁～体部|ナデ?剥離 日縁部2/8

弥生土器,中形鉢‖宙
脚秘躙 蠅 離W酬明中i石英多.長石多.火山ガラス少 |;l,1;IF体

～底部:
:∫鵠諮対 底径にやや難あり

弥生土器.広日壺外75YR関 黄橙内:ЮYR8/6黄橙 中1石英少・長石少.黒雲母多.火山ガラス少 り臥;11:;]部
:縦具;‖ili`‖『1ま]後 日縁部4′ 8

弥生土器.底部IⅧ
躙嚇 離WttД 献 粗:石英多 長石多.黒雲母少.火山ガラス少 42 ‖籠

底部:押圧後縦板ナデ! 騎奇‡冊レナ底部818

Sll19 弥生土器・底部‖意
鵬 鳳躙 離WM明 粗:石英普,長石普 角閃Ti?普 .黒雲母普 体～底部:縦板ナデ?剥離 体～li部 :押圧後横ハケ 底部318

弥生土器.底部外:Ю YRy2灰白内:ЮYR訓浅黄橙中1石美普.長石普.黒雲母多 38 体～底部:剥離 体部i剥離底部:押圧.ナデ? 底部8/8

剛 弥生土器.底部外:10YR616明黄褐内125Y3/2黒掲 中:石英普.長石普̀黒雲母多 51
l言鶴縦板
ナデ7騨
lill[鰤
ナデ7離 底径にやや難あり

Sll19 弥生土器.底部外i10YR814浅黄橙内1 10YR8/2反自中:石英普,長石普.火山ガラス多 41 ‖l導ギ辮鮒体部:剥離底部:押圧!
SM 弥生土器.底部外125Y8/1反自内i5YR618橙 粗:石英多.長石多.黒雲母少.火山ガラス少 体～底部1摩滅 体～底部:摩減

須恵器.杯 外・内:5Y7/1灰自 石英普・長石普・火山ガラス少 日禄酢回転ナデ 日縁部:回転ナデ 日縁部l18 日径にやや難あり

SRlll 須恵器.杯 外,内 I N61灰 石英普,長石普 火山ガラス少 162 日縁部:回転ナデ 日緑部:回転ナデ 鵬 日径にやや難あり

SR01 須恵器・皿 外:N8/反自内IM′反自 癸;i蹄|「 7師Ⅶ転底部:回転ナデ 底部218

SRlll 須恵器.杯 外I N5/灰 内1 5PB6/1青灰 細1石英部長石普 火11ガラス?タ 具;;]il「
底面1回転底部1回転ナデ

須恵器.杯 外:Nν灰白内I N61灰 中:石英普.長 li普 癸;il「|「底面
1回転底部:回転ナデ

SR01 須恵器・杯 外.内 I N5/灰 細:石英多.長石多 1'i][IF底
面1回転口縁～底部1回転ナデ

須恵器.杯 llヽ 内I N7/反自 細1石英少・長石少.火山ガラスリ 体部1回転ナデ底面:ナデ体～底部:回転ナデ

SRlll 須恵器 杯 外.内 :5P3611青灰 中:石英少.長石少 力〕i][|『底面
:回転体～底部:回転ナデ

SR01 須恵器・杯 外.内 :N17灰白 ll i石英少.長石少 踊 駅%]群「師
1回
口縁～底部i回転ナデ

SRlll 須恵器.壺 外・内:N8/灰自 中:石英多.長石多 lllB 日縁～頭部1回転ナデ 日縁～頭部1回転ナデ 日縁部1/8

SR01 土師質土器.小皿外125Yν 2灰自内:25Y811浅黄 細:石英少.長石少.黒雲母少・火山ガラス少 :1%]肝 ?底
面:回 日縁～底部1回転ナデ?摩減 口縁部1/8

SRlll 外,内 i5Y1/1黒 細:石英少.長石少 日緑～体部:押[?摩滅 日縁～体部1横ミガキ 朧 傾きにやや難あり

SRlll 外.内 15Y3/1オ リープ黒 細1石英少.長石少 日縁部:ヨヨナデ 日緑部:ヨヨナデ?摩滅 朧 日径にやや置あり

弥生土器・底部外.内 :25Y7/2灰黄 中石英多長石多.黒雲母少.火山ガラス少 苗議
底部1縦板ナデ底面: 体～底部1剥離

SRlll 土師器.皿 外・内i lllYR6/6明 黄褐 細:石英普.長石普・火山ガラス少 高台:ヨヨナデ底面1摩減 i部 1摩滅

土師器.竃 外:猟Ⅳ7/2反黄内:75YR7/8黄橙 中:石英普.長石普.火山ガラス少
日縁部:ヨヨナデ体部:縦
ハケ 日縁～体部:剥離 朧

土師器把手付莞外 内1 75YR8/4浅 黄橙 中:石英多 長石多 火山ガラス少 llil離
肝 :押[.ナ 体部:剥隠 把手И 傾きにやや建あり

外 内125Y7173浅黄 中:石英多長石多黒雲母普.火山ガラス少
釣部l押圧.ナデ体部1剥
離

体部|ナデ

SR01 土師器・発 外:"Y812灰白内125Y7/3浅黄 中1石英普 長石普 火山ガラス多
日縁部:ヨ コナデ体部:斜
めハケ

日縁部:横ハケ体部1剥離 麟 ll椰
にや囃

SRlll 須恵器.杯身 外I N7/灰白内I N81灰自 細:石英少,長石少・火山ガラス?少 日緑～底部1回転ナデ 日緑～底部1回転ナデ 受|1部 1/8 傾きにやや難あり

SR帆 須恵器・杯蓋 外内INν灰自 細:石英普.長石普 香llダ
″蝋" 天丼部1回転ナデ ツマミ8/8

SRlll 須恵器.杯書 外.内 :N5/灰 中1石英著.長 II普 lilil[|「
天丼部: 日縁～天丼部1回転ナデ 麒 「l径にやや難あり

SRlll 須恵器・杯蓋 外i N5/灰 内IM/灰 細:石英多.長石多 朧鳥;鵬磐日縁～天丼部:回転ナデ 日縁部1/8 日ll部歪み著

須恵器.杯蓋 外:N8/灰白内:N7/灰自 中1石英少・長石少 [:(;;「掃季井部
:

日縁～天丼部1回転ナデ 日縁部1/8 日径にやや難あり

SR01 須恵器・杯蓋 外I N5/灰 内:鵬 /灰 細:石英普.長石普.火山ガラス?少 言i聾 ]編天丼部
|

日縁～天丼部1回転ナデ 鼎 日御こやや駐あり

SRlll 須恵器.杯蓋 外15Y7/1反内:25Y8111灰白 細:石英少・長石少 火山ガラス

'少

日縁～天丼部1回転ナデ 日緑～天丼部1回転ナデ 日縁部1潟 日径にやや建あ)

SRlll 須恵器・杯 外.内 5Y7/1反自 細:石英普.長石普 ll16 日縁部1回転ナデ 日縁部1/8

須恵器.杯 外I N7/灰白内:N6/灰 細:石英少.長石少
:ぇ乳]評底
面1回 日縁～底部:回転ナデ 鵬 日径にやや難あり
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須恵器.lT・ 外I N5/灰内I N6/灰 中:石英少,長石少 122 日緑部1回転ナデ 日縁部:回転ナデ 日緑部lハ 日径にやや難あり

SRlll 須恵器'杯 ! ll.内 N7/灰白 細:石英普.長石普 底面:回転ヘラ切)後ナデ 底部:回転ナデ

須恵器.lT・ 外N81灰白内:N7灰白 細:石英少.長石少 1)i,II「
底面1回転体～底部:回転ナデ

須恵器,杯 夕I N5/反 内N7/灰白 細:石英普.長石普
:i%]Ilj;F面

1回
日ll～底部1回転ナデ 朧 日径にやや難あ)

須恵器'杯 夕|175Y7/2灰白内:N171灰白 ll i石英少.長石少 :1%]蹴 f;F面
:回
日縁～底部1回転ナデ 日ll部 1/8 日径にやや難あり

SRlll 須恵器̀底部 夕|,内 :N6/灰 細:石英普.長石普 6S 体～底部:回転ナデ

//m恵器.底部 夕|・ 内i N8/灰自 中1石英普.長石普・火山ガラス?少 田

llボ
橘ili;: 体～底部1回転ナデ

SRlll 須恵器.杯 夕I N4/灰 内:5PB6/11青灰 細1石英少.長石少
ガ
晰
鮮

デ
体～底部1回転ナデ

須恵器.杯 外5Y4/1灰 内 細1石英普.長 II普  火山ガラス,少 骨縁琳詐喘
″摩日縁～体部:回転ナデ?摩減 口縁部1/8 日径にやや難あり

須恵器.杯 外:N7/灰白内I N6/灰 ll i石英普.長石薔 日緑～底部:回転ナデ 日緑～底部:回転ナデ 麒 日径にやや難あり

須恵器ヽ杯 外175Y3/1オリープ黒内INy灰白 細1石英少.長 ll少
|lil卜
』「|『ξ燎; 日縁～底部:回転ナデ 日径にやや饉あり

須恵器.皿 外.内 I N7/灰自 中1石英少.長石少
l員乳]酢「師

:回
日緑～底部:回転ナデ 底径にやや難あり

須恵器.皿 外.内 :N6/灰 細1石英普.長石普 日緑部:回転ナデ 日緑部:回転ナデ 麒 日径にやや慇あり

須恵器.皿 外.内 I N7/灰白 細:石英普.長石普 駅%]蹴〃面
:回
日縁～底部:回転ナデ 日llttll18

須恵器.瓶 外.内 :N6/灰 中1石英普・長石普 日頭部:回転ナデ 日願部:回転ナデ 麒 日径にやや疑あり

須恵器'短顕壺外・内:N1/反自 中1石英少・長石少.火山ガラスl少 日縁～体部:回転ナデ 日縁～体部1回転ナデ 講1鰺 )

須恵器.壺 外I N2/黒内IN7灰自 中1石英普.長石昔 日縁～頭詐回転ナデ 日縁～顕部:回転ナデ 日緑部1/8 日径にやや饉あり

須恵器.壺 外:N7/灰自内I N4/灰 細1石英普・長石普・火山ガラス:少 日縁～顕部1回転ナデ 日縁～顕部:回転ナデ

須恵器.壺 外IN7灰自内:N6/灰 細1石英普.長石普,火山/iラ ス!少 顧部:回転ナデ 顕部:シボリロ 頭部M
頻恵器.壺 外:N6/灰 内I N7/灰自 細:石英普.長石普.火山ガラス?少 臨1牌酬 体部:回転ナデ よIl嶋贈や
須恵器.底部 外.内 :N7/反自 中:石英多 長石多 高台:ヨヨナデ底面:ナデ 底部:回転ナデ

須恵器.底部 外,内 TWl青灰 中:石英普'長石普 % ょち]諄ズリ後ナデ高体～底部1回転ナデ
須恵器,底部 外:25Y4/1黄灰内I N7/灰自 細:石英少.長石少 黒色粒普

1零
古憔弱底部:回転ナデ、自然釉

//1恵器.杯 外:N51灰 内:N6/灰 細:石英少'長 ll少 .黒色粒少
|lil卜
∫弄|『ξ煉; 日縁～底部:回転ナデ

須恵器.皿 外:10Y5/1灰 内I N811反自 細1石英少.長石少 駅%,評 !底面
:回
日緑～底部1回転ナデ 日緑部1/8 日径にやや難あ)

‖Ⅷ即ん隔離Ⅲ剛麟中1石英普.長石普.火山ガラス少 釣部:押圧.ナデ体部:ナ 体部:ナデ

弥生上器.1 外.内 :10YRi/3に ぶい黄橙 中1石英昔.長石普.黒雲母少.火山ガラス少
日縁部:ヨ ヨナデ体部:横
ミガキ? 鴨 ;『ガ鮒横麒 日縁部外面煤?付着

弥生土器.1 外・内:5YR718橙 粗1石英多・長石多・黒雲母少 日縁～体部1押圧?剥離 日緑～体部1剥離 朧 日径に餞あり

弥生土器・高杯外・内:25Y7/3浅黄 中1石英普・長II普 .火山liラ ス昔 脚柱部1縦ミガキ 脚柱部:横ケズリ 脚柱部跳

須恵器.壺 外・内:Nν灰白 細:石英少 長石少 ll絣  
『‖1筆 11♂w灘グリ

縄文土器.深 ll 外・内1 15YR872灰 自 中:石英普.長石普・火山ガラス:少 日緑～体部1剥離 口縁～体部1剥離 朧
弥生土器.壺 外:25Y5/2暗灰黄内:25Y6/2灰黄 ;聯

多慟 多鷲 影珈 洵〃 日緑～頭部1縦ミガキ 日緑～瓢部:横ミガキ 朧 :1嶋
贈や饉

弥生土器.甕 外:25Y612灰黄内125Y5/1黄灰 中1石英多.長石多.黒雲母少・火山ガラス普 日縁部:ヨ ヨナデ体部1縦
ハケ !鶴

ヨヨナデ7剥 a ll 日縁部1/1
弥生土器.発 外.内 1 10YR512灰黄掲 中:石英普.長石普̀火山ガラス少 188

日縁部:ヨ ヨナデ体部1縦
ハケ li聾颯計押圧後日縁部1/1

弥生土器.壺 ‖ⅧⅢ帥蠅離朋間浅中:石英普.長石普.黒雲母少.火山ガラス少
]|[ili]l‖

lll評駆
けデ鶉

頭部径にやや姓あり

弥生土器.底部外.内 1 10YR811反自 中:石英多.長石多.黒雲母少.火山ガラス普
[計
M嘲鰤

底部1摩滅 底部И

弥生上器.底部外:25“ /2灰黄内:25Y7/2灰黄 中:石英多,長石多・火山ガラス普
l蒜 l‖燎縦ミガキ:剥離体～底部1押圧7剥離 傾きにやや難あり

sml 弥生土器.底部外.内 :25Y6/3にぶい黄 中1石英普.長石普 火山ガラス少 齢lllIミ
ガキ?摩‖体～底部1押圧 ナデ!摩滅

弥生上器.底部外1 10YR512灰黄褐色内125Y3/1黒掲中1石英多.長石多 体～底部1縦板ナデ?底面:
ナデ? 体ヽ底部:縦板ナデ? 底部3/1 l酔

蠅 成解

sml 弥生土器.底部外125Y7/2灰黄内125Y812灰自 中石英多.長石多.火山ガラス普 1誦11シ
ケ`後縦ミガ体～底部:縦板ナデ7摩減 li揚

L
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SR01 縄文土器・深鉢‖棚躙離ⅢM帥噴中:石英多.長石多.火山ガラス少 li級‖7鵠 1ド i;魯け
″醐 日縁部1/S

SR01 弥生土器.発 外1 10YR5/2灰黄掲内125Y7/2灰黄 中:石英多.長石多・黒雲母少.火山ガラス普 日縁部|ヨヨナデ ナデ 麟 日径にやや難あり

SR01 縄文土器・深鉢夕|125Y6/3にぶい黄内125Y7/3浅黄粗:石英多.長石多・黒雲母少.火山liラス少 体部:縄文 ナデ 体部1剥離 把手破片

SR01 弥生土器・底部夕|1踊Y7/2灰黄内:75Y2/1黒 中:石英多.長石多・火山liラス少 |;鴨
縦ミガキ繭: 体～底部押圧.ナデ

SR01 弥生土器.発
10YR73に ぶい黄橙内1 10YR812 中:石英多.長石多・黒雲母少.火山ガラス普

|‖,I板
ナデ?離、肩体部1縦ミliキ

弥生土器.広日壺外,内 125Y馴淡黄 中:石英多 長石多・火山ガラス少 赤色粒少 日縁部1摩減 日緑部1摩減 麟 日径にやや難あり

土師器.豊
li」り‖おに
加嘴褐内25Yν3暗 中:石英多.長石多・火山ガラス少 霧証デ議椰

:

lilil町背
計デ日緑部1/S 日径にやや難あ)

土師器.羽釜 外ЮYRll12反自内125Y7/2灰黄 中:石英多.長石多.火山ガラス少
コll～鍔部|ヨヨナデ体部:
従ハケ ;;II;;ナ

デ体部1横
麒 日径にやや難あり

須恵質土器.碗 ! 外.内 :N1/反自 細:石英普.長 TI普 .火山ガラス少 日縁部:回転ナデ 口縁部1回転ナデ 朧 日径にやや難あ)

盟 外.内 i5Y3/2オ リープ黒 ll i石英少.長石少,火山ガラス少 高台:ヨヨナデ?摩減 底部:ナデ!後平行暗文 底径にやや難あ)

腸 Slla 土師質土器.小皿外・内:10YR7111にぶい黄橙 細:石英普.長石普・火山ガラス少 日縁部:回転ナデ 日縁部1回転ナデ 朧 日径にやや難あ)

躙 SDλ 黒色土器.碗 外1闘YR616橙 内l10YR1/1掲灰 細:石英普.長石普.火山ガラス普 高台:ヨヨナデ?摩滅 底部1摩減 十瓶山周辺7 高台伽こやや難あり

″ SD21 土師質土器.足釜外1 10YR5/6黄褐 細:石英多,長石多'火山ガラス少

圏 Sll" 上師質土器,小皿外.内 :10Y路 /2灰自 細1石英普,長石普.火山ガラス少 日緑部:回転ナデ:摩滅 日縁証回転ナデ?摩減 朧 日各にやや難あ)

脚 SD2 須恵器.底部 夕I N4/灰 内 lllBG6/1青 灰 細1石英少 長石少 火山ガラス?少 底部1回転ナデ高台:ヨ コ
ナデ 底部1回転ナデ

閣 土師質土器.皿 ? l硼
氾脚 イ酬 晰 細1石英普.長石普.火山ガラス少 底部1摩滅底面:摩滅 底誰摩滅

須恵器・底部 夕|:Ⅳ /灰白内:N3/反自 細石英多.長石多
[Iil[ナ

デ底面:未調底部1回転ナデ

翻 須恵質土器 碗夕|.内 I N7/反自 細1石英普.長石普.火山ガラス少
日縁ヽ体部1回転ナデ後横
ミガキ 日縁‐II部 1回転ナデ 日縁部1/8

四 須恵質土器.碗 夕|・ 内I N5/灰 中石英普長石普 611
1幸骨聾]:|「後横
ミ
体～晨群ナデ 1瓶山周辺

214 須恵質土器.杯 夕|・ 内IⅣ/反自 細i石英少.長 II少
ll葛

:躙
F鴨 日縁～底部1回転ナデ 日縁部6/8

獅 土師器・杯 外.内 1 25YRy8明赤掲 細:石英少 長石少 火山ガラス少
i縁

琳誰拘燿 摩日縁ヽ体部|ヨヨナデl摩滅 鵬 「1径にやや難あり

躙 煩恵質土器 碗外内I N6/灰 細:石英少.長石少.火山ガラス:タ
日縁～体部1回転ナデ後横
ミガキ 日縁部lハ

断 須恵質土器.碗 ll 内:5Y171灰白 細:石英少.長石少・火山ガラス?タ ,2 ‖経静Ⅷ軒ガ摩底部:摩滅 高台径にやや難あり

圏 駐器.小 lTs 呉須踊B4/7ふかセ靖胎:N)5自 ll14 日緑計施釉 日縁部:施釉 日縁部1ハ

靭 聴器.小碗 呉須6P田/12さえた青紫胎I N95白 まヽ高台:施釉、高台端露
治 底部:施釉

踊 施釉陶器.火入れ呉須125Y312黒褐胎125Y73浅黄 日緑～体部1施釉 :耕
施釉体部:鮒、
鵬 京 信楽系

慟 施釉胸器,鉢 胎:25YR4た にぶい赤褐
:艦 i富融i台端■底部1施釉、砂目 肥前系刷毛目高台径にやや難あり

Ⅲ 土師質土器,羽釜外:跡Y4/4オ リープ褐内10YR4′ 4掲 細:石英普.長石普・黒雲母少・火山ガラス普 日縁部1押圧後横ナデ 日縁部1横ナデ・横板ナデ 麒 日径にやや難あ|

熾 瓦質土器・焙烙外,内 :25Y4/1黄反 細1石英少・長石少.火山ガラス:少
日縁部|ヨ ヨナデ後横ミガ
キ 日縁部:ヨヨナデ後横ミガキ 日llttll18

硼 須恵器.阻 外:N6/灰 内I N5/灰 細:石英少.長石少 ‖lil転ナデ後沈線
+櫛 体部:同心円当て具演後回転
ナデ 体部径にやや敬あり

遺物観察表 。土錘

現存長にm) 現存幅lem) 孔径lcml 重さ(1)

翻 5YR5/6明掲 細:石英普.長石普.角閃石多.黒雲母多 4061 押[ ナデ 出規存
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川原遺跡遺物観察表・石器

現存長(lll) 現存幅(Im) 現存厚(Ill) 重量(賢 )

3 S剛 ナイフ形石器 8 2 O16 サヌカイト

「 5 サヌカイト

b 9 鰤 サヌカイト

9 4 079 サヌカイト

I サヌカイト

割 4 サヌカイト

B ‖ 3 腺 サヌカイト

1068 サヌカイト 先端・基部欠損

4 lカ サヌカイト

b サヌカイト

‖ 3 サヌカイト 両面微細な剥離

鯰 lⅧ サヌカイト 両面に刷離痕

スクレイ′`― ‖ ‖朋 サヌカイト 刃部調整乏しい

石器包含層 4 サヌカイト

] 石器包含層 躙 l100 サヌカイト

1591 サヌカイト 上端に徴細な使用痕

b 3 043 サヌカイト

3 サヌカイト

8 l鰤 サヌカイト 左面に摩減痕、打斧転用か

4 サヌカイト

4 サヌカイト

4 068 サヌカイト

スクレイノ`― 9 サヌカイト ほぼ完存

3 サヌカイト

4 1‖ サヌカイト

ll 踊 サヌカイト

加I痕剥片 4 サヌカイト

2 O18 サヌカイト

SRlll 3 サヌカイト

SRlll
「

2 4 l161 サヌカイト

r 3 晰 サヌカイト

SR‖ 4 サヌカイト

83 サヌカイト

SRlll ll 3 040 サヌカイト

ll 3 llll サヌカイト

1 2 鵬 サヌカイト

5 3 サヌカイト

4 サヌカイト 一部欠損 凹基、未製品?

3 サヌカイト 上下縁に顕著な潰れ、側縁部摩滅痕

θ サヌカイト ほ|『完存 上下端に潰lt、 表裏面に摩滅痕
SRlll スクレイパー 108 サヌカイト llほ完存 下縁部に主に右面からの刃部調整
SR01 スクレイパー 1542 サヌカイト 下縁部に主に左面からの刃部調整

ll b l昴 サヌカイト

SRlll 3 サヌカイト

SRlll スクレイノ1- 865 l" 躍 サヌカイト 背部潰れ、刃部直線
SR01 B a馬 サヌカイト

サヌカイト 側緑に加I痕

l躙 サヌカイト ]縁に顕著な潰lt

2 サヌカイト

6 サヌカイト ほ|:完存
スクレイノ`― サヌカイト 刃部直線

6棚 サヌカイト

楔形石器 サヌカイト ほ|『完存 潰lt2箇所
楔形石器 B 脚 サヌカイト ほ1続存 上下端に潰れ

3 サヌカイト

5 サヌカイト

打製石庖T 躙 サヌカイト 左国右端に決り

19‖ サヌカイト ほ1続存
SRlll ll 7刀 サヌカイト

スクレイバー 6 剛 サヌカイト

スクレイパー 9 サヌカイト

馬脚 サヌカイト 潰lt寝やや顕著

9 l硼 サヌカイト ほぼ完存
SRlll サヌカイト 打斧転用か?右面に摩減痕

スクレイパー サヌカイト 打斧転用か,右面に摩滅痕
Ill スクレイパー サヌカイト 打斧転用か?左面に摩滅痕
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川原遺跡

現存長(皿 | 現在幅(lm) 現存厚(皿 ) 重 (g)

SROl 最下層ll 楔満器 ll 4008 サヌカイト

翻 SRlll 翻 サヌカイト ほぼ完存 左面に敵打痕顕著

郷 SRlll 最下層Ⅳ 2 7 サヌカイト ほ|:完存

翻 SRlll 最下層Ⅳa スクレイパー 41‖ サヌカイト ほ1続存

獅 最下層Ⅳa ll サヌカイト

躙 SRlll 最下層Ⅳa 「 3 サヌカイト

脚 SRlll I 3 サヌカイ| 凹基、摩減

躙 SRlll 4 サヌカイト 凹基、摩滅

朋 SR01 最下層Ⅳa 4 サヌカイト

SRlll 最下層Ⅳa 3 1カ サヌカイト

SR01 最下層Ⅳb 「 4 l』 サヌカイト

最下層Ⅳ 石鏃未製品7 5 サヌカイト ほぼ完存

SD" 1 6 ほ|:完存

SllI 3 サヌカイト

Sll15 2 3 l157 サヌカイト

サヌカイト 一部欠損

別 スクレイバー 7 サヌカイト llほ完存

囲 SK19 7 4 脚 サヌカイト 上半部欠損

2 SⅢ スクレイパー 4902 サヌカイト 一部欠損

朋 4 サヌカイト ほ|『完存

241 4 083 サスカイト

3 サヌカイト ほぼ完存

閣 SD21 4 サヌカイト 一部欠損

143 2 サヌカイト

加 3 肥 サヌカイト 一部欠損

Sl13 「 3 サヌカイト

l16 S昭 4 l刀 サヌカイト

3 031 サヌカイト

躙 3 081 サヌカイト

S開 3 サヌカイト 一部欠損

躙 S開 9

遺物観察表・金属器

馳
現存長(IIl) 現存幅(皿 ) 現在厚(皿 ) 重 (g)

4 sall 2 ほぼ完存
「熙寧元賓J

8 S鰤 l 186 ほぼ完存
「洪武通賓l

SDOl.‖ 2 ほぼ完存
「政和通賓]

翻 2
一部破損
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図版 1 本郷遺跡

調査区より瀬戸内海を望む (南東より)

北地区遠景 (南東より)

北地区調査区状況 (上空より) 北地区調査状況 (南より)



図版 2 本郷遺跡

北地区から高松平野南東部を望む (北西より)



図版 3 本郷遺跡

SH001お よび SHoo2 完掘全景 (北より)

SH001 土錘出土状況 (南東より)

SH001 土錘出土状況 (北西より) SH001 中央土坑断面 (東より)



図版 4 本郷遺跡

SH001 上層土器群 (ほぼ床面直上)検出状況 (北西より)

SH001 Dプロック 壁溝土層断面 (北東より) SH001 SP017 断面 (東より)

SH001 SP017 断面 (南東より) SH001 SP018 断面 (北東より)



11区 SB001 完掘状況 (西より)

図版 5 本郷遺跡

11区 SP009 断面 (東より)

11区 SP001 断面 (東より) 11区 SP013 断面 (西より)

11区 SH002 完掘 (西より) SD007 検出状況 (南より)



図版 6 本郷遺跡

14区 SB006(西より) 13区 SB002(南西より)

13区 SB003(南東より)

SB006(北東より) 13区 SB004(南東より)

14区 SP069 断面 (東より)14区 SP068 断面 (南西より)



図版 7 本郷遺跡

11区 SD001 断面 (東より)

11区 SD001 断面 (南東より)

11区 SD001 断面 (西より)

(東より)



図版 8 本郷遺跡

11区 SD001 遺物出土状況

(南東より)

11区 SD001 A南肩

(東より)

″ |■ |:

′r

11区

■-1ヽ
1111
1:||´
■卜11

SD001 ・SD004と の合流部

(北西より)

ン         4′    ・  ¨

/
//

11区

11区 SD001 杭検出状況 (西より) (南東より

'

11区 SD001 杭検出状況 124(左 )145(右 )(南西より) 11区 SD001 木製品出土状況 (北東より|

11区 SD001 石庖丁出土状況 (東より) 11区 SD001 砥石出土状況 (北西より)



図版 9 本郷遺跡

12区  SD005(1ヒより) 12区 SD005 断面 (南より)

12区 SD002・ 003(北西より)
静ヽ1'lF:1

土器出土状況 (北東より)

12区 SD004 断面 (南東より)

12区  SD004 14②区 石器包含層 (南東より)

12区 石器包含層 (北より) 12区 サヌカイト製大型剥片 出土状況 (西より)



図版 10 本郷遺跡

(東より)14区 調査区全景 14区  SD008 完掘状況 (北西より)

14区 SD008 検出状況 (南東より)



B東 2区 遺構検出状況 (南より)

図版 11 本郷遺跡

B東 4・ 5区 (南より)B東 4・ 5区 (北西より)

B東 5区 SD006 土層断面 (南より)

B西 4区 遺構検出状況 (南より) B西 3区 SD001 完掘状況 (東より)
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版 12 本郷遺跡
轟 , ‐4_ 」

」
ヽ
ハ

10区  SX103下 層 (北より)

10区 SX103下 層 (西 より)

10区 SX103 下層 石器出土状況 (西より)

10区 S× 103 尖頭器出土状況 (215)(北 より) 9区  S× 103 石器出土状況 (西 より)



図版 13 本郷遺跡

7区 SK106(西より) 7区 SK106 縄文土器出土状況 (北より)

6・ 7区 全景 (東より)

8区 縄文時代遺構群 (南より) 8区 SD101(南より)



1‐ ■ ■ |≒榛い11
8区 SK101 土層断面 (西より)

8区  SK101

′
′

              ′  '

叩き石出土状況 (西 より)

1,

:llヽ
:1

′・
 準 ′.

17.:

|ソ ‐・/｀
8区 SP107 サヌカイト剥片出土状況 (南よ |り |

8[区  SP103 出斤[面

＼、
、.

8区 SP107 断面 (西より)

8区 SK101 柱穴オ実出状況 (西より|

8区 SP104 断面 (西より) 8区  SP106 断面 (西より
'



図版 15 本郷遺跡

■
,二

'

餞

8区  SD101 サヌカイト製石庖丁 石器出土状況 (西より)

断面 (西より) 8区 SR101(北 より)

t  t●■
‐

4

′
”

，

一〓

8区 SD101

弥生土器出土状況 (北より) 8区 SR101 灰白色粗砂層 弥生土器出土状況 (北より)



図版 16 本郷遺跡

8区 全景 (北より) 9区 全景 (南より)

完掘 (北より)8区  SR101



図版 17 本郷遺跡

9区 SD105(東より)

9区 SD105(北より)

9区  SX106 (東より)

9区 SD105 断面 (東より)



図版 18 本郷遺跡

1区 全景 (北より)

区 全景 (南より)

3区 全景 (北より)

(南より)

全景 (南より) 7区 SX1 01 遺物出土状況 (北より)



図版 19 本郷遺跡

1区南 北壁 断面 (南より)

3区 南壁 断面 (北より)



図版 20 本郷遺跡



図版 21 本郷遺跡



本郷遺跡



図版 23 本郷遺跡



図版 24 本郷遺跡



図版 25 本郷遺跡



図版 26 本郷遺跡



図版 27 本郷遺跡



図版 28 本郷遺跡

175+176+177+178

175+176+177+178



図版 29 本郷遺跡





図版 31 本郷遺跡



図版 32 本郷遺跡



図版 33 1‖ 原遺跡

検出状況 (東より)4区 SD12



図版 34 1‖ 原遺跡

全景 (東より)4区 SD12



図版 35 1‖ 原遺跡

4区 空中写真 (上空より、上が西 )



図版 36 1‖ 原遺跡

4区 空中写真 (上空より、上が南)

4区から東方向を望む (西より)

―
―
―
―
―
∃



図版 37 1‖原遺跡

調査地より瀬戸内海方面を望む (南より)

調査地より六ッロ山方向を望む (東より)



図版 38 1‖ 原遺跡

1区 全景 (北より)

1区 全景 南海道側溝 (南より)

1区 SD12 断面 (東より)

2・ 3区 全景 (東より) 1区 (西より東を望む)

1区 SD12(南より) 2区 SD12と SD05切 り合い (南東より)



図版 39 1‖原遺跡

4区 遺構検出状況 (東より)

4区 SD04 断面 (北西より)

4区 調査区北壁 断面 (南西より)

4区 SD05 検出状況 (北東より)

断面 (北西より)

4区 SD03 断面 (南東より) 断面 (南西より)



図版 40 j‖ 原遺跡

4区 SD01 断面 (北西より)

4区 SD02 断面 (北西より)

断面 (北西より)

4区 SD03 断面 (南東より)

4区 SD03 断面 (南東より) SD05 断面 (南西より)
い `

(南西より)断面 (北東より)4区 SD05



図版 41 川原遺跡

4区  北西部全景 (東より)

4区 SD15 断面 (西より) 4区 SD05 断面 (南西より)

′十~―  ノ
Iエル ―́・申 Ⅲ

4区 SDC5 断面 (南西より) 4区 SD05 断面 (南西より)



図版 42 1‖ 原遺跡

4区 SD12 検出状況 (東より)

4区 SD05 検出状況 (東より)

4区 SD12 調査区西壁 断面 (東より)



図版 43 '‖ 原遺跡

4区 SD12 中層下位礫集中部 (西よ。り)

中層下位礫集中部 (北よ。′) 4区 SD12 上層完掘状況 (南東より)

上層完掘状況 (西より)4区 SD12



図版 44 1‖原遺跡

4区 SD12 断面 (西より)

4区 SD12 調査区東壁 断面 (南西より)



図版 45 1‖原遺跡

4区 SD12 調査区東壁 断面 (北西より)

4区 SD12 南派生溝 完掘状況 (北より)

4区 SD12 土層サンプル採集状況 (東より)



図版 46 サ|1原遺『亦

4区 SD12 中層上位 須恵器杯出土状況 (24)(南西より)

4区

ぽ11
SD12 中層上位 須恵器杯出土状況(24)1南西より 4区  SD12 下層 土器出土状況 (32)北 てtり

″

=,よ
、 1ヽ“

4区 SD12 中層 土器出土状況 (南東より) 4区  SD12 中層 土器出土状況 (25)



図版 47 1‖原遺跡

4区 SD18 検出状況 (南より)

4区  S×04 断面 (南東より)

4区  SD12、 S× 05、 SD18 検出状況 (北東より)

4[X SX05 凶子]函  (F菊
'こ

よ↓ノ)

4区  S×05 断面 (南東より)



図版 48 '‖ 原遺跡

4区 SX06 検出状況 (南東より)

断面 (北東よ|り )

4区 SD03 断面 (南東より)

4区 SX05 断面 (東より)

4区 SX05 断面 (北東より)

4区 SD03 検出状況 (南東より)

4区 SD07 古銭出土状況 (南より) 4区 SD03 古銭出土状況 (南より)
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5区 全景 (南よ↓り)

5区 l SD09 遺物出土状況 (西 より
'

5区」 SD14 土層断面 (北より)

5区 全景 (北より) 5区 2 SD15 土層断面 (南東より
'



5区② SD15 遺物出土状況(33)(北 より)

図版 51 1‖原遺跡

5区②石器包含層トレンチ全景 (北より)

5区②石器包含層 遺物出土状況 (51)(西より) 5区②石器包含層 遺物出土状況 (49)(南より)

5区②石器包含層 遺物出土状況(44)(南東より) 5区②石器包含層 遺物出土状況 (南より)

5区②石器包含層 土層断面 (東より)

5区②石器包含層 遺物出土状況 (東より)



ヽF

――J′
ー

`_

‐`
 F:::｀

1:「

「
―

||`



6区① SD21～ 23 土層断面 (南より)

図版 53 1‖原遺跡

6区① SD22・ 24 A土層断面 (南より)

6区② 全景 (南より) 6区② SD21・ 23 E土層断面 (南より)

6区③ 塚 調査前状況 (西より) 6区③ 塚 表土層土層断面 (北西より)

6区③ 塚 表土層除去後全景 (西より) 6区③ 塚 集石層断面 (南東より)



図版 54 サ‖原遺跡

6区③ 塚 集石層除去 下部盛土層検出状況 (南より)

6図Э 塚 集石層除去 下部盛土層検出状況 (北より) 6区③ 塚 下部盛土層断面 (北より)

6区③ 塚 下部盛土層除去後全景 (東より) 6区③ SD29。 30 全景 (南より)



図版 55 サ‖原遺跡
L

ぬ

“

6区③ 塚 集石層断面 (北西より) 6区③ SD27 全景 (西より)

6区③ SD28 全景 (北西より) 6区③ SD27 A土層断面 (東より)

6区③ SD28 B土層断面 (南より)

6区③ SK19 土層断面 (南より)

6区③ 石器包含層 遺物出土状況 (46)(東より) 6区③ SK19 全景 (北より)



図版 56 1‖ 原遺跡

6区③ SR01 全景

6区③ SR01 土層断面 (南より)

6区④ 全景 (南より) 発掘体験講座



図版 57 1‖原遺跡



図版 58 1‖ 原遺跡


